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推進標語
「道路ふれあい月間」

『 

ゆ
ず
り
あ
い

日
本
の
美 

』

道
路
で
示
す

４ ５
630

　

理
事
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

古
賀
誠
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、

続
い
て
佐
藤
信
秋
会
長
特
別
補

佐
、
村
山
一
弥
道
路
局
長
が
挨

拶
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
道
路

局
よ
り
道
路
行
政
に
関
す
る
情

報
提
供
を
い
た
だ
き
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
檜
山
俊
宏
筆
頭

副
会
長
（
広
島
県
議
会
議
員
）

が
会
長
の
職
務
を
代
行
し
議
長

を
務
め
た
。

　

は
じ
め
に
第
74
回
定
時
総
会

の
附
議
事
項
で
あ
る
令
和
３
年

度
事
業
報
告
及
び
収
支
計
算
書

が
審
議
さ
れ
、
続
い
て
、
役
員

の
一
部
改
選
、
令
和
４
年
度
事

業
計
画
及
び
予
算
書
、
さ
ら
に

各
地
区
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望

事
項
に
基
づ
い
た
決
議
案
が
審

議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認

さ
れ
総
会
へ
附
議
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
10
月
20
日
（
木
）
に

北
海
道
で
開
催
予
定
の
第
72
回

全
国
大
会
の
準
備
状
況
に
つ
い

て
、
千
葉
英
也
副
会
長
（
北
海

道
議
会
議
員
）
よ
り
報
告
が
さ

れ
た
。

　

ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
完
全
に
収
束
し
た
わ
け
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
本
日
は
、

全
国
各
地
か
ら
理
事
の
皆
様
に

ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
て
、
理

事
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
に
、
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
と
同
時
に
、
日
頃
、

全
国
道
路
利
用

者
会
議
の
各
般

の
事
業
に
対
し

ま
し
て
、
皆
様

方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
大
変

な
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と

に
こ
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
局
か
ら
も
、
村

山
道
路
局
長
、
佐
々
木
道
路
局

次
長
、
山
本
企
画
課
長
に
ご
出

席
を
い
た
だ
き
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ご
案
内
の
通
り
、
３
月
早
々

に
成
立
い
た
し
ま
し
た
本
年
度

の
予
算
は
、
１
０
７
兆
６
，

０
０
０
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
32
年
、
私
が
ま
だ
高
校

生
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
昭

和
32
年
の
予
算
が
、
１
兆
円
を

超
え
た
と
い
う
見
出
し
で
、
メ

デ
ィ
ア
で
大
騒
ぎ
し
た
こ
と
を

覚
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
は

１
０
７
兆
円
で
ご
ざ
い
ま
す
か

ら
、
我
が
国
の
国
家
予
算
も
大

き
く
増
加
し
、
経
済
大
国
の
道

を
ひ
た
す
ら
歩
く
こ
と
が
で
き

た
と
、
感
慨
深
い
も
の
を
覚
え

ま
す
。

　

そ
の
中
に
あ
り
ま
し
て
、
道

路
は
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
、
大
変
大
き
な
使
命
を
持

っ
て
い
る
も
の
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
災
害
か
ら
命
を
守
る

だ
け
で
は
な
く
、
我
が
国
の
経

済
・
暮
ら
し
な
ど
の
面
で
も
、

道
路
整
備
と
い
う
の
は
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。
大
変
大
き
な
使

命
を
負
っ
た
全
国
道
路
利
用
者

会
議
だ
と
い
う
こ
と
も
、
あ
ら

た
め
て
私
ど
も
は
認
識
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
暫
定
２
車

線
の
４
車
線
化
、
ダ
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
と
、
残

さ
れ
て
い
る
解
消
す
べ
き
問
題

点
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
国

土
の
強
靭
化
と
い
う
こ
と
で
、

一
つ
ず
つ
そ
れ
を
深
堀
り
し
な

が
ら
積
み
上
げ
て
い
き
、
次
の

世
代
に
し
っ
か
り
し
た
国
土
を

残
し
て
い
く
と
い
う
事
を
皆
様

と
一
緒
に
全
力
を
あ
げ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

特
に
全
国
道
路
利
用
者
会
議

は
、
道
路
を
整
備
す
る
と
い
う

大
き
な
使
命
は
も
と
よ
り
、
利

用
者
の
要
望
に
ど
う
答
え
て
い

く
の
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
日
も

利
用
者
を
代
表
さ
れ
ま
し
て
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、
日
本

バ
ス
協
会
、
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・

タ
ク
シ
ー
連
合
会
の
代
表
の
皆

様
も
お
見
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
ど
も
は
、
道
路
を
整
備
す
る

中
で
、
利
用
す
る
方
々
の
声
を

ど
う
反
映
し
て
、
国
民
の
皆
様

の
期
待
に
応
え
て
い
く
の
か
と

い
う
こ
と
に
も
、
し
っ
か
り
し

た
役
割
を
果
た
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
皆
様
と
一
緒
に
共
有
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り

ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
協
力
と

ご
支
援
の
中
で
、
私
ど
も
は
力

を
合
わ
せ
、
利
用
者
の
声
を
反

映
し
、
期
待
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
道
路
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

本
日
の
理
事
会
が
、
実
り
あ

る
も
の
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
皆
様
と
一
緒
に
祈
念
を
申

し
上
げ
、
日
頃
の
ご
協
力
に
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

利用者の声を反映した道路整備の促進を！
全
国
道
路
利
用
者
会
議　

理
事
会
開
催

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、
去
る
４
月
21
日
（
木
）
東
京
都
千
代
田
区
の
全
社
協
・
灘
尾

ホ
ー
ル
に
お
い
て
理
事
会
を
開
催
し
、
５
月
17
日
（
火
）
開
催
予
定
の
第
74
回
定
時
総
会
の

附
議
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

決　

議
（
案
）

　

次
に
掲
げ
る
項
目
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
現
す
る
こ
と
。

一
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
に
必

要
な
予
算
・
財
源
を
確
保
し
、
計
画
的
に
事
業
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
５
か
年
加
速
化
対
策
後
も
予
算
・
財
源
を
通
常
予
算
と
は

別
枠
で
確
保
し
て
、
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と

一
、
災
害
へ
の
備
え
及
び
観
光
等
の
経
済
活
動
復
興
の
た
め
、
人
流
・

物
流
の
活
性
化
に
向
け
た
高
規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の

解
消
、
四
車
線
化
等
と
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

一
、
重
要
物
流
道
路
の
整
備
推
進
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

一
、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
の
利
用
者
目
線
で
の
渋
滞
対
策

の
推
進
、
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
機
能
強
化
及
び
公
共
交
通
の
維
持
・

支
援

一
、
高
速
道
路
料
金
に
つ
い
て
、
利
用
に
応
じ
た
料
金
制
度
と
し
つ
つ
、

事
業
者
向
け
割
引
の
継
続
、
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
施
設
の
充
実

一
、
子
供
達
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
通
学
路
等
の
交
通
安
全
対

策
の
強
化
・
推
進
と
必
要
な
予
算
の
継
続
的
な
確
保

　

こ
れ
ら
の
項
目
を
踏
ま
え
、
道
路
整
備
・
管
理
が
長
期
安
定
的
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
新
た
な
財
源
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
令
和
五
年
度

道
路
関
係
予
算
は
、
所
要
額
を
満
額
確
保
す
る
こ
と
。

令
和
四
年
五
月
十
七
日

全
国
道
路
利
用
者
会
議

第
七
十
四
回
定
時
総
会

【
新
選
出
理
事
】

岩
手
県
・
岡
本
正
善

茨
城
県
・
小
林
宣
夫

栃
木
県
・
広
瀬
寿
雄

長
野
県
・
丸
山
栄
一

長
野
県
・
堀
内
孝
人

京
都
府
・
多
々
見
良
三

和
歌
山
県
・
真
砂
充
敏

沖
縄
県
・
古
謝
景
春

特
別
会
員
・
吉
田
英
信

特
別
会
員
・
平　

喜
一

【
新
指
名
常
任
理
事
】

茨
城
県
・
小
林
宣
夫

栃
木
県
・
広
瀬
寿
雄

長
野
県
・
丸
山
栄
一

和
歌
山
県
・
中
山
正
隆

沖
縄
県
・
古
謝
景
春

特
別
会
員
・
吉
田
英
信

特
別
会
員
・
平　

喜
一

役
員
の
一
部
改
選

古
賀
誠
会
長
挨
拶


